
 
 

 

 

 

 

 今年度の「キャリアに拓く」では、外国の方との交流を通して外国文化に親しみをもつとともに外国の方とのコミュニケ

ーションを図ることをねらいとして、鳥取大学の留学生との交流会を２回行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリアに拓く ４年生の活動 

訪問先 教育支援・国際交流推進機構 

鳥取大学附属小学校では、大学の学部や研究機関、地域の

施設等と連携して学びの場をつくり、子供のキャリア形成

を目指していく活動、「キャリアに拓く」を実施しています。 

４年生の活動の様子を紹介します。 

【１回目 日本人から海外へ留学されている学生の方々との交流】 

 鳥取大学の留学生を終えた、または留学中の学生から留学先のことや、学んで

おられることについてお話していただきました。今回お話しいただいたのは、ア

フリカのケニア、ウガンダ、ルワンダの 3か国と、メキシコの計４か国でした。

文化の違いや気候の違い、日本にはいない動物のことなど、日本との違いについ

て、子ども達は驚きながらも食い入るように話に耳を傾けていました。また、留

学先で学んでいることについて、現地の言語の必要性や自分の将来につなげて

いこうという熱い思いに触れることで、海外留学の素晴らしさや大変さを学ぶ

ことができ、子供たちにとって大きな刺激となりました。 

～子供たちの感想～ 

・外国には日本には無いものがたくさんあって面白そうだ。ぜひ行ってみたい。 

・海外で学ぶことはすごく意味のあることと思った。 

・外国で学ぶことに興味を持った、外国語を学ぶことも大事だと感じました。。 

 

【２回目 海外から鳥取大学への留学生の方々との交流】 

 鳥取大学に来られている留学生の方々との交流では、子ども達が日本のこと

について紹介し、留学生の方々からも母国のことについて紹介してくださいま

した。１６名というたくさんの留学生の方々をお迎えし、子供達は緊張した雰囲

気で交流が始まりましたが、時間が経つにつれ少しずつこつをつかんだのか、和

やかな雰囲気で交流を進めることができていました。一人一人の留学生の方と

交流を深める中で、どのようにコミュニケーションを取ればよいか、どのように

協力し合えばよいのかを学ぶことができました。また、想像よりも上手く交流で

きたからか、交流後には、「もう一度交流したい。」や、「海外に行ってみたい。」

という声をたくさん聞くことができました。 

～子供たちの感想～ 

・留学生の方々とたくさん話せて嬉しかった。さまざまな国のことを知ることが

できて、台湾や韓国、ラオス等外国に行ってみたくなりました。 

・日本の遊びや文化について紹介できてとても満足しました。紹介したことにし

っかり反応してくださったのも嬉しかったです。 

・お互いに気持ちを共有することができて嬉しかったです。 

 

 


